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懲蕊蕊晋坦或幼
虫
期
の
昆
虫
に
分
泌

さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｈ
は
、
変

態
を
抑
制
し
な
が
ら
幼
虫

の
ま
ま
成
長
さ
せ
る
働
き

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
幼

虫
が
一
定
の
大
き
さ
に
成

長
す
る
と
体
内
の
Ｊ
Ｈ
陰

徳
島
大
大
学
院
生
物
資
源
産
業
学

研
究
部
の
石
丸
善
康
助
教
（
発
生
生

物
学
）
と
三
戸
太
郎
准
教
授
（
同
）

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
昆
虫
の
変

態
を
妨
げ
て
幼
虫
の
形
質
を
維
持
さ

・
今
害
つ
ｒ
》
心
く

せ
て
い
る
「
幼
若
ホ
ル
モ
ン
」
（
Ｊ

Ｈ
）
の
調
節
に
、
二
つ
の
タ
ン
パ
ク

正常に成長した

成虫(左雄､右雌）綿 関
与
の
タ
ン
パ
ク
質
解
明

度
が
著
し
く
減
り
、
成
虫

に
変
態
す
る
こ
と
は
分
か

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
Ｊ
Ｈ
が
調
整
さ
れ
て
い

る
か
が
分
か
っ
て
い
な
か

っ
た
。

石
丸
助
教
、
二
戸
准
教

授
ら
徳
島
大
と
、
岡
山
大

と
の
共
同
研
究
班
は
、
．
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囚
昨
Ｆ
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’
一
，
‐
』
。
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質
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
ミ
オ
グ
リ
ア
ニ
ン
が
機
能

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
コ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
つ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｈ
濃
度
た
。
成
果
は
米
科
学
ア
カ

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
昆
虫
デ
ミ
ー
紀
要
に
掲
載
さ
れ

の
成
長
を
止
め
る
新
た
な
害
虫
駆
除
た
等
後
こ
の
研
究
結
果
を

剤
開
発
な
ど
へ
の
応
用
が
期
待
で
き
害
虫
駆
除
剤
の
開
発
に
役

る
。

立
て
る
ほ
か
、
栄
養
価
が

一
ク
質
解
明
蕊
蕊
溌
》

虫
オ
ロ
ギ
の
幼
虫
を
使
っ
て
せ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る

や
待
臓
射
謹
藷
と
い
う
。
（
三
祷
麻
衣
）
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